
デジタルサイネージの未来像
インテル® インテリジェント・デジタルサイネージのご紹介

ポスターや看板をはじめとする従来の広
告に代わり、最近ではインタラクティブ
で宣伝効果の高いマルチメディア広告へ
と移り変わりつつあります。こうしたマル
チメディア広告で最も注目されているの
がデジタルサイネージです。デジタルサ
イネージは、大型ディスプレイなどの表
示機器を使用し、その場にいる視聴者
に対して焦点を絞った情報を発信できる
広告媒体です。高品質の動画やアニメー
ションを駆使し、視聴者の注視度を大き
く高められるのが特徴です。また、端末
に搭載されたカメラの映像分析とその結
果に基づく適切な広告表示によって、
端末の前で広告を閲覧している視聴者
との優れたインタラクティブ性を発揮しま
す。インテルは、このようなデジタルサ
イネージの未来像を提唱するコンセプ
トモデル「インテル ®  インテリジェント･
デジタルサイネージ」を開発しています。

インタラクティブで宣伝効果の高い広告を提供するデジタルサイネージ

インテル® インテリジェント・デジタルサイネージのあるショッピングを体験
インテル® インテリジェント･デジタルサイネージのある将来のショッピングを
体験してみましょう。店内を歩いていると、2つの大型パネルからなるデジ
タルサイネージ・ディスプレイに目が留まりました。右側の液晶パネルに
は、HD品質のグラフィックスを多用した広告のスライドショーが再生され
ています。パネル上部に搭載されているカメラがビデオ分析を行うことで
視聴者との距離を認識し、その距離に応じて適切な情報量のコンテンツ
を表示します。視聴者が手をかざしながらパネルを眺めている間も、表示
されているコンテンツや滞在時間の情報が広告主への貴重なフィード
バックとなっています。

パネルに近づいていくと、カメラが視聴者の個人的な特徴を識別し、性
別や身長に応じたユーザー・インターフェイスを起動します。そして、画面
上には視聴者に適した商品コンテンツが表示されます。ここでは、さらに
詳細な情報を表示するか、もしくはメニュー項目から店内の案内や会員
特典、パーソナル・アシスタントなどを選択できます。左側のホログラ
フィック・パネルのガラス越しに映る店内の商品をジェスチャーによって
選んだ場合には、その商品の詳細な情報を表示したり、関連商品や売れ
筋商品の販売促進を行えます。購入したい商品のクーポンがあるときに
は、デジタルサイネージの端末から携帯電話にクーポンの情報をダウン
ロードし、精算時に使うことができます。



インテル ® インテリジェント･デジタルサイネージは、最先端のインテル ® 
アーキテクチャーに基づく高性能プラットフォームを採用しています。
インテルは、インテル ® アーキテクチャーの強みを活かし、マイクロプロ
セッサーの幅広い製品ラインナップを取り揃えています。プロセッサー・
ソケットに互換性を持たせることで、共通のボード設計で複数のプロ
セッサーを同時にサポートし、デジタルサイネージの製品シリーズを柔
軟に拡張できます。また、オペレーティング・システム （OS）として組
込み機器向けに最適化された Microsoft* Windows* Embedded 
Standard 2011を採用しています。インテルの最新プロセッサーと優れ
た相乗効果を発揮することで、リッチな広告コンテンツの再生、カメラ
や非接触 ICを組み合わせたインタラクティブな広告配信を可能にしてい
ます。

デジタルサイネージの高度なニーズに応えるインテル® アーキテクチャー

インテル ® インテリジェント･デジタルサイネージには、
高い処理性能と優れた電力効率を高い次元で両立した
インテル ® Core™ i7 プロセッサーが搭載されています。
この最新プロセッサーには、高性能グラフィックス・
エンジンが統合され、HD品質の動画やアニメーションを
複数同時に再生したり、端末に搭載されたカメラの映
像分析を行うなど、次世代のデジタルサイネージに求
められる高度で複雑な処理をスムーズに実行できま
す。

インタラクティブで高品質の広告コンテンツを提供する優れたパフォーマンス
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・Intel、インテル、Intel ロゴ、Intel Core、Core Inside は、アメリカ合衆国およびその他の国における Intel Corporation の商標です。
*Microsoft、Windows は、米国およびその他の国における Microsoft Corporation の商標または登録商標です。
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◊ インテル® アクティブ・マネジメント・テクノロジーを利用するには、インテル® AMT に対応したチップセット、ネットワーク・ハードウェア、ソフトウェアを搭載したコンピューターが必要です。
   システムは電源コンセントおよび LAN に接続されていることが必要です。
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インテル® インテリジェント･デジタルサイネージを支えるプラットフォーム
は、インテル独自の高度なリモート管理技術としてインテル ® アクティブ・
マネジメント・テクノロジー（インテル ® AMT）◊を搭載しています。インテル  ® 
AMT  は、OSの動作状態によらず、機器の電源操作やコンソール操作

などを可能にします。広告コンテンツの情報更新、端末の運用管理、
修復作業など、端末の運用に必要とされる操作の数 を々センター側か
らリモートで実行できることから、端末の総保有コスト（TCO）を大幅に
削減できます。

優れた運用管理技術によって端末の総所有コスト（TCO）を削減 

インテル® インテリジェント･デジタルサイネージを支える
最新テクノロジー
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